
鹿角観光2次アクセス再構築（R6年度〜R10年度）
※ 観光ルート運行委託（八郎太郎号）見直し

R6年度 ⼗和⽥湖〜志張温泉（区間変更）R7 再検討

鹿角花輪駅
⇅

八幡平温泉郷
⇅

八幡平山頂

十和田湖
⇅

小 坂
⇅

大 湯
⇅

鹿角花輪駅

八幡平エリア（自家用有償旅客運送）

 観光客の利便性向上を目指す
★交通空白地帯
（鹿角花輪駅基点）
★デジタル導入検討

十和田エリア（周遊乗合タクシー）（案）

玉川温泉⇌

【R5年度】
●団体及び交通事業者との協議
●東北運輸局秋⽥運輸支局に事業検討連絡
●DMOとの情報共有→観光MTで情報共有
●NPO法人設立

①1⽉〜2⽉ NPO法人設立準備
（検討対象団体）八幡平温泉リゾート協会・

森林セラピーコンダクター協議会ほか
②3⽉8日NPO法人コンビゴーレ八幡平 設立
【R6年度】 ※実証期間（R6年度～R7年度）
●4⽉〜 運行準備、東北運輸局秋⽥運輸支局に申請
●7⽉〜 運行開始 （デジタル導入検討含）

※ R6年度（7⽉〜） 八幡平山頂⇌志張温泉
※ R7年度 八幡平山頂⇌志張温泉

八幡平山頂⇌玉川温泉
※ R8年度〜10年度 八幡平山頂⇌鹿角花輪駅間

(⽔沢地区等住⺠輸送含め、要検討)

【R6年度】
●小坂町、交通事業者（鹿角市（秋北バス、⼗和⽥タクシー、CK交通）、
小坂町（豊口タクシー）との協議
【R7年度】 ※実証期間（R7年度〜R8年度）運行開始
【R8年度】 デジタル導入検討

【R6年度〜R7年度】 ※実証期間
運送の区域：八幡平温泉郷エリア

鹿角花輪駅

⇅

八幡平温泉郷

⇅

八幡平山頂

●完全予約運行
（例）
運行時間
9:00〜16:30

※八幡平温泉郷
エリア内で予約
に応じて運行

（例）
15:00
えのぐ箱 2人

etc〜区間〜
（（参考）盛岡駅
〜八幡平頂上路線
バス
（6⽉〜10⽉毎日
運行 午前3便、
午後4便 ※接続
時刻要注意）
八幡平頂上

⇅
志張温泉

⇅
※以降、

八郎太郎号or
※路線バス(志張線)

【変更（案）】

⇌ 接続時刻要注意
※予約受付時
（志張温泉から鹿角花輪駅方面予約の際は

接続時刻を考慮すること。
逆経路（鹿角花輪駅から志張温泉）も同様）

 実証結果を
もとに検証
し、利用者
にとって利
便性の高い
交通輸送シ
ステムを構
築すること
を目指す。
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様式「設立趣旨書」 

 

設 立 趣 旨 書 

 

１ 趣 旨 

 鹿角市は、北東北３県（秋田、青森、岩手）のほぼ中央に位置し、北に十和田湖、南

に八幡平国立公園を有し、悠久の歴史・文化が綿々と受け継がれ発展してきたまちで

す。また、市内には、鹿角八幡平、十和田の２つのインターチェンジがあり、盛岡市、

青森市、八戸市などの主要都市と１時間圏内で結ばれている地です。 

 しかしながら、市の中心部から遠く離れている国立公園八幡平エリアにおいては、

公共交通体制が不十分で、観光客を含む来訪者及び住民からは、地域交通の充実を望

む声があがっています。既存のバス及びタクシー事業者にとっても、当該地域におけ

る輸送が対応困難な地域であることから、マイカーやレンタカー利用が困難な観光客

を含む来訪者及び住民にとっては、不便な状況です。 

 また、国立公園八幡平の秋田県側には、玉川温泉、八幡平温泉郷、秋田八幡平スキー

場のほか八幡平山頂のドラゴンアイ、後生掛や大沼自然研究路など四季折々の観光資

源が点在しておりますので、それらを有効に結びつけるための交通手段を構築し、観

光客の周遊を円滑にすることによる地域経済の活性化、持続可能な観光地づくりが求

められているところです。 

 こうした課題解決に向け、これまで地域住民や観光関連団体、市の観光及び公共交

通政策担当者と共にどのような方策が可能か検討を重ねた結果、民間の公共交通事業

者では移動手段の確保が困難であると判断したことから、地域住民が運行主体となり、

道路運送法上の自家用有償旅客運送（交通空白地）制度を活用していく方針を固めま

した。 

 事業遂行にあたり、観光客及び住民を対象とした持続可能で安全な個別輸送の仕組

みを構築するため、法人格を取得することで、必要となる車両の確保、損害保険加入

等の法律行為を行うことが容易になることや、組織的かつ持続的な活動を目指すこと

から特定非営利活動法人を設立することが最適であると考えました。 

 当法人によって、今後、実証運行の開始に向けて市と共に準備を進め、運行開始後

は、持続可能性を確保しつつ移動手段を提供したいと考えております。 

 また、当法人を立ち上げるに際し関係機関と協議する中で、八幡平地域においてこ

のような公的な事業を展開する機関は存在していなかったこともあり、今後当面は地

域の公共交通体制の強化を進めながらも将来的には観光施設やスポーツ施設の運営、

更には温泉郷内でのゴミのリサイクル事業等も含めた広域的な事業展開を図っていき

たいと考えております。 

 

２ 申請に至るまでの経過等 

令和２年４月   十和田八幡平地域二次アクセスに関する検討会 

（実施主体:鹿角地域振興局）出席 

令和３年～４年  十和田八幡平地域二次アクセスに関する検討会及び視察研修 

         （実施主体:鹿角地域振興局）出席 

令和５年９月   三種町事例視察～鹿角地域二次アクセスに関する意見交換会～ 

         （実施主体:鹿角地域振興局）出席 

令和６年１月２５日（仮称）ＮＰＯ法人コンビゴーレ
c o n  v i g o r e

八幡平設立準備勉強会開催 

資料４－１ 



令和６年２月   （仮称）ＮＰＯ法人コンビゴーレ
c o n  v i g o r e

八幡平設立準備委員会開催 

令和６年３月８日 （仮称）ＮＰＯ法人コンビゴーレ
c o n  v i g o r e

八幡平設立準備総会開催 

 

令和６年３月８日 

 

          特定非営利活動法人の名称 ＮＰＯ法人コンビゴーレ
c o n  v i g o r e

八幡平  

          設立代表者氏名       理事長  浅石 敦幸  


